
は
じ
め
に

八
文
字
屋
本
の
板
木
修
訂

板
木
の
部
分
的
な
修
訂
に
つ
い
て
は
、
板
木
の
摩
滅
・
破
損
等
に

よ
る
と
思
わ
れ
る
場
合
の
他
に
、
あ
る
意
図
を
持
っ
て
修
訂
が
加
え

ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
長
谷
川
強
氏
の
「
板
木
の
修
訂
」
（
『
浮
世

草
子
新
考
』
所
収
、
汲
古
書
院
、
平
成
三
年
）
で
は
、
著
作
権
も
保

証
さ
れ
ず
、
ま
た
大
衆
読
み
物
と
し
て
作
品
と
い
う
よ
り
は
商
品
扱

い
を
さ
れ
た
軟
文
学
に
お
い
て
、
そ
の
傾
向
が
よ
く
見
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
そ
の
大
衆
読
み
物
と
し
て
近
世
前
期
か
ら
中
期
に
か

け
て
人
気
を
誇
っ
た
書
物
の
一
群
に
、
い
わ
ゆ
る
八
文
字
屋
本
が
あ

る
。
近
年
完
結
し
た
「
八
文
字
屋
本
全
集
』
（
八
文
字
屋
本
研
究
会
編
、

汲
古
書
院
）
全
二
三
巻
の
解
題
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
ご
と
に
後

印
本
と
の
異
同
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、
八
文
字
屋
本
全
体
の
板

木
修
訂
の
問
題
を
考
え
る
う
え
で
た
い
へ
ん
有
益
で
あ
る
。
そ
こ
で

本
稿
で
は
、
八
文
字
屋
本
に
い
か
な
る
意
図
を
も
っ
て
修
訂
が
施
さ

れ
た
の
か
を
、
上
記
全
集
の
成
果
を
活
用
し
な
が
ら
、
『
逆
沢
潟
鎧
鑑
』

『
幻
い
魁
対
盃
』
の
一
一
書
に
焦
点
を
絞
っ
て
考
え
て
み
た
い
。

八
文
字
屋
本
の
内
容
に
関
す
る
修
訂
を
考
察
す
る
上
で
見
過
ご
せ

な
い
の
が
、
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
の
い
わ
ゆ
る
「
出
版
条

H
」

で
あ
る
。
こ
れ
は
幕
府
に
よ
っ
て
出
版
内
容
の
基
準
が
明
確
に
打
ち

出
さ
れ
た
も
の
で
、
全
国
に
惣
触
と
し
て
通
知
さ
れ
、
幕
末
に
至
る

ま
で
効
力
を
も
っ
た
基
本
法
で
あ
る
。
す
で
に
周
知
の
条
目
で
は
あ

る
が
、
内
容
を
以
下
の
通
り
に
記
す
。

享
保
七
寅
年
十
一
月

自
今
新
板
書
物
之
儀
、
儒
書
仏
書
神
書
医
書
歌
書
都
て
書
物

類
其
筋
一
通
之
事
は
格
別
、
猥
成
儀
異
説
等
を
取
交
作
り
出

し
候
儀
、
堅
く
可
為
無
用
事
、

只
今
迄
有
来
候
板
行
物
之
内
、
好
色
本
之
類
ハ
、
風
俗
之
為

に
も
よ
ろ
し
か
ら
さ
る
儀
二
候
間
、
段
々
相
改
、
絶
板
可
仕

候
事
、
人
々
家
筋
先
祖
之
事
な
と
を
、
彼
是
相
違
之
義
と
も
新
作
之

書
物
に
書
顕
し
、
世
上
致
流
布
候
儀
有
之
候
、
右
之
段
、
自

今
御
停
止
二
候
、
若
右
之
類
有
之
、
其
子
孫
よ
り
訴
出
候
二

享
保
七
年
の
出
版
条
例
と
八
文
字
屋
本

『
逆
沢
潟
鐙
鑑
』

『
魁
対
盃
』

亀

井

涼

子

を
中
心
に
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お
ゐ
て
は
、
急
度
御
吟
味
可
有
之
筈
二
候
事
、

何
書
物
二
よ
ら
す
此
以
後
新
板
之
物
、
作
者
井
板
元
之
実
名
、

奥
書
二
為
致
可
申
候
事
、

権
現
様
之
御
儀
は
勿
論
、
惣
て
御
当
家
之
御
事
板
行
書
本
、

自
今
無
用
二
可
仕
候
、
無
拠
子
細
も
有
之
は
、
奉
行
所
え
訴

出
、
指
図
受
可
申
事
、

右
之
趣
を
以
、
自
今
新
作
之
書
物
出
候
共
、
遂
吟
味
、
可
致

商
売
候
、
若
右
定
二
背
候
者
有
之
ハ
、
奉
行
所
え
可
訴
出
候
、

経
数
年
相
知
候
共
、
其
板
元
問
屋
共
二
急
度
可
申
付
候
、
仲
間

致
吟
味
、
違
反
無
之
様
二
可
相
心
得
候
、
（
二

0
二
0
)

倉
員
正
江
氏
は
八
文
字
屋
本
の
後
印
本
に
お
け
る
板
木
修
訂
の
実

例
か
ら
、
こ
の
享
保
七
年
の
出
版
条
目
が
当
時
の
草
紙
類
に
及
ぽ
し

た
影
響
を
考
察
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

享
保
期
は
「
出
版
条
目
」
起
稿
に
関
わ
っ
た
（
江
戸
）
町
奉
行

大
岡
越
前
守
忠
相
の
在
職
期
間
で
も
あ
り
、
京
都
の
本
屋
仲
間

と
し
て
も
条
目
遵
守
の
姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
す
必
要
が
あ
っ

た
も
の
と
私
は
判
断
し
た
。
そ
の
姿
勢
を
誇
示
す
る
た
め
も
あ

り
、
当
時
人
気
を
誇
っ
た
八
文
字
屋
本
の
板
元
で
あ
る
草
紙
屋

八
文
字
屋
に
対
し
て
、
本
屋
仲
間
の
圧
力
が
強
ま
っ
た
時
期
で

あ
る
と
推
測
し
た
。
後
述
の
如
く
、
上
方
出
来
草
紙
類
の
江
戸

売
り
捌
き
元
と
し
て
、
江
戸
の
い
わ
ゆ
る
「
本
屋
」
が
名
を
連

ね
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
も
と
よ
り
明
確

な
基
準
の
あ
る
出
版
規
制
が
実
施
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
写

本
段
階
で
の
検
閲
制
度
が
徹
底
し
た
と
は
必
ず
し
も
い
え
な

い
。
あ
く
ま
で
相
互
監
視
の
強
化
と
い
う
自
主
規
制
の
色
彩
が

(
2
)
 

濃
厚
で
あ
っ
た
こ
と
も
窺
わ
れ
た
。

実
際
に
、
こ
の
出
版
条

H
後
に
意
図
的
な
修
訂
や
絶
版
処
分
が
な
さ

れ
て
い
る
八
文
字
屋
本
と
し
て
は
、
八
文
字
屋
本
全
集
の
解
題
や
前

掲
の
「
浮
世
草
子
新
考
』
を
参
考
に
す
る
と
、
『
桜
曽
我
女
時
宗
』
（
享

保
七
年
八
月
）
、
『
風
流
七
小
町
』
（
同
年
九
月
）
、
『
契
情
お
国
瞬
妓
」

（
同
十
五
年
）
、
『
咲
分
五
人
姐
』
（
同
二
十
年
）
、
『
風
流
東
海
硯
」
（
元

文
二
年
）
、
「
兼
好
一
代
記
』
（
同
）
、
『
花
欅
厳
柳
嶋
』
（
同
四
年
）
、
『
逆

沢
潟
鎧
鑑
』
（
元
文
六
年
・
正
月
）
、
『
魁
対
盃
』
（
同
）
、
『
勧
進
能
舞

台
桜
』
（
延
享
三
年
）
、
『
花
楓
剣
本
地
』
（
寛
延
二
年
）
、
『
契
情
蓬
莱
山
』

（
宝
暦
九
年
）
、
『
今
昔
九
重
桜
』
（
同
十
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
倉
員
氏
は
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
以
降
、
草
紙
類
刊
行
の

(
3
)
 

際
の
確
認
体
制
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
京
都
本

(
4
)
 

屋
仲
間
の
記
録
「
小
草
紙
證
文
帳
」
の
冒
頭
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

一
、
元
文
二
年
巳
十
一
月
十
六
日
草
紙
屋
之
内
八
文
字
屋
八
左
衛

門
よ
り
清
水
誓
糸
桜
卜
申
読
本
願
出
候
処
、
右
様
草
紙
物
以
来

御
公
儀
様
へ
御
願
不
及
申
上
二
候
。
行
事
方
二
而
致
吟
味
、
差

支
無
之
品
ハ
差
免
シ
可
申
上
旨
、
同
閏
十
一
月
廿
八
日
於
東
御

役
所
石
墨
―
―
十
郎
様
よ
り
本
屋
行
事
共
井
草
紙
屋
中
へ
被
仰
渡

候
事
、
委
曲
裁
判
帳
二
有
之
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こ
の
記
録
か
ら
、
元
文
二
年
に
八
文
字
屋
が
『
清
水
誓
糸
桜
』
板
行

の
際
に
町
奉
行
所
へ
届
け
出
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
、
元
文
―
一
年

以
前
の
版
行
状
況
は
、
前
掲
享
保
七
年
の
「
条

H
」
末
尾
に
「
仲
間

致
吟
味
、
違
反
無
之
様
二
可
相
心
得
候
」
と
、
本
屋
仲
間
内
の
相
互

監
視
を
強
調
し
て
は
い
る
も
の
の
、
実
際
は
町
奉
行
所
に
板
行
赦
免

を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
今
後
は
本
屋

仲
間
が
吟
味
の
上
、
差
し
支
え
な
け
れ
ば
刊
行
し
て
も
よ
い
と
の
お

達
し
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
見
規
制
が
緩
和
さ
れ
た
か
に
見
え

る
こ
の
拮
置
だ
が
、
倉
員
氏
に
よ
れ
ば
、
八
文
字
屋
本
の
修
訂
箇
所

を
検
討
す
る
と
、
実
態
は
そ
の
逆
で
あ
り
、
細
か
な
修
訂
が
増
え
て

き
て
い
る
と
い
う
。

元
文
二
年
以
降
の
八
文
字
屋
本
作
品
の
版
木
修
訂
を
探
る
前

に
、
元
文
年
間
の
出
版
事
情
を
把
握
し
て
お
き
た
い
。
元
文
六
年

（
一
七
四
一
）
正
月
、
以
下
の
よ
う
な
触
が
出
さ
れ
た
。

元
文
六
酉
年
正
月

一
去
々
年
於
京
都
、
大
嘗
会
被
行
候
御
作
法
致
板
行
候
段
相
聞
候

付
、
去
年
絶
版
被
仰
付
候
、
自
今
以
後
、
朝
廷
御
規
式
板
行
之

事
有
来
之
外
停
止
二
候
、
但
有
来
板
古
く
成
、
彫
改
候
類
は
不

及
其
断
候
、

元
文
六
年
の
触
に
ま
つ
わ
る
事
件

（二

0
三
一
）

こ
こ
に
あ
る
「
去
年
絶
版
被
仰
付
候
」
の
内
容
は
前
年
の
触
に
記
さ

れ
て
い
る
。元
文
五
申
年
九
月

一
大
嘗
会
便
蒙
と
申
書
物
、
去
年
十
一
月
新
板
差
出
候
、
右
書
物

調
候
も
の
有
之
候
ハ
ヽ
、
早
々
備
前
守
様
御
役
所
え
可
差
上
候
、

求
メ
候
て
外
え
遣
候
ハ
ヽ
、
先
キ
々
よ
り
取
戻
、
可
差
出
候
、

若
又
先
々
よ
り
遠
国
え
遣
候
事
有
之
候
ハ
ヽ
、
其
先
を
相
尋
、

可
申
上
候
、
難
相
尋
所
又
は
難
取
戻
分
共
二
其
訳
可
申
上
候
、

右
之
通
、
町
々
書
物
致
商
売
候
者
ハ
勿
論
、
其
外
地
借
店
借
裏
々

之
も
の
迄
申
聞
セ
、
有
無
之
返
答
名
主
支
配
限
二
致
書
付
、
備
前

守
様
御
番
所
え
可
申
上
候
、
御
急
之
儀
二
候
間
、
早
々
右
之
返
答

可
申
上
候
、
少
も
遅
々
有
間
敷
候
以
上
、

九

月

（

二

0
1
―10)

こ
の
触
を
見
る
に
、
『
大
嘗
会
便
蒙
』
と
い
う
書
物
の
刊
行
が
発
端

と
な
っ
て
、
「
朝
廷
御
規
式
板
行
」
停
止
の
布
告
と
な
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
こ
の
書
に
ま
つ
わ
る
一
件
は
、
羽
倉
敬
尚
氏
の
「
荷
田
在
満

の
著
『
大
嘗
会
便
蒙
』
に
因
る
奇
禍
」
に
詳
細
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

｛

6
〕

こ
こ
で
は
、
『
大
嘗
会
便
蒙
』
『
大
嘗
会
便
蒙
御
咎
顛
末
』
を
見
つ
つ
、

羽
倉
氏
の
論
を
参
考
に
し
、
絶
版
に
到
る
ま
で
の
経
緯
と
、
そ
の
原

因
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。

『
大
嘗
会
便
蒙
』
の
著
者
は
、
荷
田
春
満
の
弟
高
惟
の
子
で
後
に

正
月
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春
満
の
養
子
と
な
っ
た
在
満
で
あ
る
。
享
保
十
三
年
（
一
七
―
―
八
）
、

在
満
は
春
満
の
意
志
を
受
け
、
和
学
者
と
し
て
登
用
さ
れ
る
こ
と
を

求
め
て
江
戸
に
下
り
、
や
が
て
幕
府
に
仕
え
る
こ
と
と
な
り
、
主
に

有
職
故
実
の
調
査
に
従
事
し
た
。
つ
い
で
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
の
第

二
子
で
、
有
職
故
実
の
学
に
一
方
な
ら
ぬ
嗜
好
を
有
し
た
田
安
宗
武

の
相
談
相
手
と
し
て
小
十
人
格
に
挙
げ
ら
れ
た
。
こ
の
出
仕
が
、
在

満
と
大
嘗
会
と
を
つ
な
ぐ
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

元
文
三
年
(
-
七
三
八
）
十
一
月
に
行
わ
れ
る
桜
町
天
皇
即
位
後

の
大
嘗
会
に
あ
た
り
、
在
満
は
幕
府
の
内
命
に
よ
っ
て
、
儀
式
の
拝

観
と
そ
の
報
告
を
求
め
ら
れ
た
。
在
満
自
身
は
実
父
の
服
喪
の
た
め
、

憚
っ
て
拝
観
し
な
か
っ
た
が
、
同
族
の
中
に
は
宮
廷
兼
勤
の
非
蔵
人

在
職
者
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の
紹
介
等
で
、
儀
式
に
参
列
し
た
公
家
達

以
下
に
も
聞
い
て
回
り
、
そ
の
現
状
の
実
際
を
聞
き
知
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
し
て
そ
の
調
究
見
聞
の
結
果
を
注
し
、
『
大
嘗
会
儀
式
具
釈
』

九
巻
を
幕
府
に
提
出
し
た
。
こ
の
『
大
嘗
会
儀
式
具
釈
』
に
手
を
加
え
、

簡
単
に
書
き
改
め
、
元
文
四
年
十
二
月
に
出
版
し
た
も
の
が
、
後
に

発
禁
処
分
と
な
る
『
大
嘗
会
便
蒙
』
で
あ
る
。

こ
の
『
大
嘗
会
便
蒙
」
に
は
、
元
文
四
年
十
一
月
の
「
羽
倉
東
進

荷
田
在
満
」
に
よ
る
自
序
が
付
さ
れ
て
お
り
、
本
書
の
性
格
と
出
版

事
情
に
触
れ
、
門
生
等
の
懇
請
に
よ
っ
て
版
行
に
及
ん
だ
こ
と
を
記

し
て
い
る
。
本
文
の
上
巻
「
元
文
三
年
大
嘗
会
」
で
は
、
大
嘗
会
の

概
要
を
述
べ
、
下
巻
「
大
嘗
会
当
日
の
次
第
」
で
は
、
卯
の
月
の
祭

儀
に
限
り
、
『
大
嘗
会
儀
式
具
釈
』
と
同
様
、
式
次
第
を
追
っ
て
注

解
を
加
え
る
。
分
量
は
『
大
嘗
会
俄
式
具
釈
』
の
三
割
に
も
満
た
な

い
が
、
出
仕
者
が
実
名
で
記
さ
れ
る
点
は
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
新
た

に
絵
図
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

在
満
が
『
大
嘗
会
便
蒙
』
の
出
版
に
つ
き
処
分
さ
れ
た
一
件
に
つ

い
て
は
、
『
大
嘗
会
便
蒙
御
咎
顛
末
』
（
別
名
『
長
月
物
語
』
）
に
記

録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
『
大
嘗
会
便
蒙
』
に
つ
い

て
禁
中
隠
密
の
こ
と
を
公
刊
し
た
こ
と
を
咎
め
る
京
都
の
意
向
を
受

け
た
幕
府
に
よ
り
、
元
文
五
年
九
月
三
日
、
在
満
は
田
安
家
を
通
じ

て
呼
び
出
し
の
知
ら
せ
を
受
け
、
翌
四

H
に
出
版
の
経
緯
に
つ
い
て

尋
問
を
受
け
た
。
在
満
の
返
答
の
口
上
害
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

私
俄
去
々
年
冬
大
嘗
会
御
用
に
付
上
京
、
帰
付
仕
候
以
後
、

門
人
共
大
嘗
会
の
儀
大
略
承
度
段
望
申
候
に
付
、
御
本
丸
へ
差

出
可
申
と
認
置
候
注
釈
の
中
よ
り
書
抜
候
て
、
二
冊
編
集
仕
、

門
人
共
へ
相
渡
申
候
処
、
所
々
よ
り
望
の
者
多
く
御
座
候
に

付
、
段
々
写
伝
が
た
＜
候
由
に
て
、
板
行
に
仕
度
候
段
、
門
人

共
由
候
故
、
則
門
人
共
入
銀
を
以
、
板
行
仕
候
、
総
て
板
行
物

に
は
、
世
上
へ
相
障
り
候
哉
否
の
儀
、
書
林
方
に
て
書
物
屋
仲

間
吟
味
仕
候
由
承
及
候
に
付
、
日
本
橋
南
―
―
丁
目
小
川
彦
九
郎

と
申
書
林
へ
写
本
相
渡
、
為
致
吟
味
候
処
、
相
障
り
候
條
無
御

座
候
由
申
越
候
に
付
、
去
未
の
十
二
月
於
私
宅
百
部
為
摺
申
候

て
、
入
銀
の
所
所
へ
差
遣
、
残
の
分
三
十
部
有
之
候
を
、
当
ニ
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月
彦
九
郎
方
へ
相
渡
候
。
定
て
彦
九
郎
方
よ
り
売
出
し
可
申
上

候
通
り
、
御
本
丸
へ
指
上
候
注
釈
の
中
よ
り
書
抜
候
へ
共
、
差

上
候
通
り
に
て
は
無
御
座
候
段
、
御
用
掛
大
島
近
江
守
殿
へ
も

一
通
り
以
口
上
申
達
候
所
、
近
江
守
殿
右
の
訳
は
御
承
知
の
由
、

板
行
仕
候
儀
を
御
届
申
候
に
て
は
無
之
、
尤
御
差
図
も
無
之
候
。

乍
然
右
の
儀
支
配
中
へ
相
届
候
儀
に
て
は
無
之
候
哉
と
御
申
候

に
付
、
外
々
承
合
候
処
、
板
行
物
仕
候
儀
、
其
主
人
又
は
頭
支

配
へ
相
届
候
俄
無
之
候
由
承
り
候
と
御
挨
拶
仕
候
。
然
共
序
の

末
に
私
名
有
之
事
故
、
板
行
申
付
候
以
後
、
一
通
り
小
川
長
左

衛
門
殿
へ
も
御
咄
申
候
。
右
板
行
仕
候
儀
、
何
方
へ
も
御
断
申
、

差
図
を
以
板
行
仕
候
に
て
は
無
御
座
候
。

鈴
木
淳
氏
に
よ
る
解
題
を
参
考
に
し
、
こ
の
口
上
書
の
要
点
を
挙
げ

る
と
、
第
一
に
出
版
は
門
人
達
の
願
望
と
援
助
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

私
宅
百
部
摺
刷
し
た
う
ち
の
七
十
部
は
入
銀
の
出
資
者
達
に
配
り
、

そ
の
残
り
三
十
部
を
本
屋
に
渡
し
た
こ
と
、
ま
た
第
一
一
に
、
出
版
に

際
し
て
は
、
書
陣
の
日
本
橋
小
川
彦
九
郎
に
写
本
を
渡
し
、
あ
ら
か

じ
め
内
容
を
吟
味
さ
せ
、
序
文
の
末
に
自
分
の
名
前
を
明
記
さ
せ
て

お
い
た
こ
と
、
第
三
に
本
書
が
先
に
幕
府
に
上
っ
た
『
大
宵
会
儀
式

具
釈
』
の
抄
録
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
ゆ
え
、
幕
府
御
用
掛
大
島

近
江
守
と
田
安
家
支
配
月
番
小
川
長
左
衛
門
に
も
一
通
り
報
告
し
た

こ
と
、
と
な
る
。

ま
た
、
書
付
を
補
う
た
め
に
在
満
が
認
め
た
別
紙
が
あ
り
、
そ
こ

に
は
、
他
書
に
所
見
の
な
い
神
秘
の
こ
と
は
ま
っ
た
く
書
き
記
し
て

お
ら
ず
、
す
で
に
世
上
に
流
布
し
て
い
る
『
延
喜
式
]
穴
ム
事
根
源
釈
』

『
江
次
第
』
『
和
歌
職
原
紗
』
等
の
版
本
に
は
大
嘗
会
に
関
す
る
記
事

が
あ
る
こ
と
、
加
え
て
今
回
の
大
嘗
会
に
つ
い
て
も
、
京
都
で
新
版

『
大
嘗
会
」
が
出
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
更
に
書

陣
小
川
彦
九
郎
に
吟
味
さ
せ
た
上
で
出
版
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
、
ま

た
町
奉
行
所
へ
直
接
、
写
本
を
差
出
す
こ
と
を
せ
ず
、
書
林
仲
間
に

お
け
る
吟
味
で
済
ま
し
た
こ
と
は
、
当
時
の
出
版
方
式
の
一
般
で
あ

る
こ
と
な
ど
を
主
張
し
て
い
る
。
九
月
六
日
に
は
『
大
嘗
会
便
蒙
』

の
四
丁
張
の
版
木
十
六
枚
が
召
し
上
げ
ら
れ
、
つ
い
で
同
八
日
に
、

元
文
三
年
、
大
嘗
会
の
御
用
で
上
京
し
た
経
緯
に
つ
い
て
取
り
調
べ

が
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
で
同
十
日
に
は
、
老
中
松
平
伊
豆
守
よ
り
次

の
通
り
の
書
付
け
を
申
し
渡
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

申
渡
之
覚

右
衛
門
督
殿
小
十
人
格羽
倉
東
之
進

其
方
儀
和
学
心
掛
け
候
に
付
、
去
々
年
大
嘗
会
之
節
、
京
都
へ
被

差
遣
、
於
京
都
伝
聞
の
趣
自
分
心
覚
に
書
記
可
申
は
格
別
に
候
、
当

時
御
規
式
に
か
、
り
候
儀
を
板
行
致
さ
せ
、
其
上
前
以
役
人
へ
も
不

相
伺
、
労
不
調
法
之
至
に
候
。
依
之
閉
門
申
付
者
也
。

申
九
月

こ
の
申
渡
し
を
受
け
、
在
満
は
同
年
十
二
月
廿
―

-
8
の
閉
門
御
免
ま
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で
約
三
ヶ
月
半
の
間
、
刑
に
服
し
た
。

羽
倉
氏
は
こ
の
一
件
に
関
し
て
、
お
咎
め
顛
末
書
の
第
一
日
（
九

月
四
日
）
を
取
り
あ
げ
、
お
咎
め
の
要
点
を
二
つ
、
「
一
は
朝
廷
の

規
式
を
公
表
し
た
こ
と
で
あ
り
、
一
は
こ
の
出
版
が
上
司
に
無
届
け

で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
」
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
江
戸
住
み
で
、

か
つ
将
軍
公
子
田
安
家
の
家
臣
在
満
の
著
で
あ
る
こ
と
を
問
題
と

し
、
更
に
「
江
戸
の
一
部
の
風
評
で
は
、
平
易
啓
蒙
的
な
解
説
文
で
、

挿
画
ま
で
入
れ
て
い
る
。
平
常
江
戸
住
み
の
身
で
、
よ
く
も
こ
れ
程

に
書
か
れ
た
も
の
だ
と
い
っ
た
よ
う
な
、
一
種
の
批
判
的
好
評
が
、

却
っ
て
逆
効
果
と
な
り
、
（
中
略
）
朝
廷
の
当
時
の
規
式
に
係
わ
る

と
速
断
さ
れ
た
」
と
、
こ
の
書
の
出
版
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
に
至
っ

た
背
景
を
論
じ
て
お
ら
れ
る
。

(
8
)
 

こ
の
事
件
は
、
宮
武
外
骨
の
『
改
訂
増
補
筆
禍
史
』
に
も
収
録
さ

れ
て
お
り
、
田
安
家
（
宗
武
）
に
聘
せ
ら
れ
て
後
、
元
文
三
年
大
嘗
会
御
再

興
の
時
、
命
を
受
て
京
師
に
上
り
、
其
御
式
を
拝
観
し
、
東
帰

後
大
嘗
会
便
蒙
を
著
し
板
行
せ
し
に
、
事
皇
朝
の
大
典
な
る
を
、

有
職
家
の
許
可
を
得
ず
漫
り
に
私
考
を
加
へ
し
は
不
都
合
な
り

と
、
堂
上
家
の
抗
議
あ
り
し
を
以
て
、
幕
府
は
其
板
行
を
禁
じ

て
閉
門
に
処
し
た
り
。

と
い
う
説
明
の
後
、
前
掲
の
荷
田
在
満
に
対
す
る
幕
府
の
申
渡
書
も

載
せ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
標
註
に
は
「
幕
府
は
荷
田
在
満
に
対
し

て
閉
門
の
処
分
を
加
へ
た
る
に
の
み
な
ら
ず
広
く
左
の
令
を
も
発
し

た
り
」
と
「
幕
府
の
特
令
•
朝
廷
御
規
式
類
板
行
停
止
之
事
」
と
し

て
前
掲
の
元
文
六
年
の
触
も
載
せ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
一
件
が
あ
っ
て
、
前
掲
元
文
六
年
の
「
特
令
」
が
出
さ

れ
た
の
で
あ
る
が
、
朝
廷
行
事
に
関
す
る
書
物
が
絶
版
と
な
っ
た
例

は
、
こ
の
『
大
嘗
会
便
蒙
」
が
初
め
て
で
は
な
い
。
明
和
八
年
刊
行

(
9
)
 

の
「
禁
書
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
『
案
内
者
』
（
中
川
喜
雲
著
、
寛
文
二

年
刊
）
、
『
日
次
紀
事
』
（
黒
川
道
祐
著
、
貞
享
二
年
序
）
、
『
建
武
年

中
行
事
略
解
」
（
谷
村
光
義
著
、
享
保
十
七
年
刊
）
が
「
大
嘗
会
便
蒙
』

と
と
も
に
「
絶
版
之
部
」
に
あ
る
。
'

『
日
次
紀
事
』
を
例
に
挙
げ
る
と
、
野
間
光
辰
氏
は
本
書
の
特
色
と

し
て
、
「
洛
中
洛
外
貴
賎
歳
時
之
俗
事
」
を
一
書
に
網
羅
し
、
そ
の

故
事
来
歴
を
語
る
と
と
も
に
、
現
行
の
実
際
の
状
況
を
詳
し
く
述
べ
、

併
せ
て
当
時
の
風
俗
・
人
情
・
言
語
に
つ
い
て
も
説
明
を
行
っ
て
い

る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
絶
版
に
処
せ
ら
れ
た
証
拠
と
し
て
、

『
禁
書
目
録
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
他
に
、
全
巻
八
十
二
箇

所
に
わ
た
っ
て
墨
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

そ
の
箇
所
は
、
（
中
略
）
殆
ん
ど
全
部
が
上
賀
茂
・
貴
布
禰
．

松
尾
各
社
の
神
事
・
祭
礼
に
関
す
る
も
の
で
、
稀
に
朝
廷
の
儀

式
•
吉
田
社
の
神
事
に
関
す
る
も
の
が
加
は
つ
て
ゐ
る
。
よ
っ

て
思
ふ
に
、
本
書
は
上
賀
茂
を
筆
頭
と
す
る
諸
社
の
申
入
れ
に
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一
旦
そ
れ
ら
の
箇
所
を
墨
滅
し
て
売
買
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
な
ほ
か
つ
そ
れ
を
も
手
緩
し
と
し
て
、

全
巻
売
買
差
留
め
・
絶
版
の
処
分
を
命
ぜ
ら
る
る
に
至
っ
た
の

で
あ
ら
う
。

社
の
神
事
・
祭
礼
に
加
え
て
、
朝
廷
の
儀
式
に
関
す
る
記
述
も
問
題

と
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
抗
議
さ
れ
れ
ば
、
何
ら
か
の
措
置

が
と
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
窺
え
る
。
過
去
、
こ
の
よ
う
な
有
職
故
実

関
係
書
の
絶
版
は
実
際
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
元
文
六
年
、
と
う
と
う

『
大
嘗
会
便
蒙
』
一
件
に
よ
り
、
「
朝
廷
御
規
式
板
行
の
事
」
停
止
の

触
が
布
告
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

(11) 

蒔
田
稲
城
氏
は
『
京
阪
書
籍
商
史
』
の
中
で
、

元
来
徳
川
幕
府
の
書
籍
取
締
は
総
て
自
家
存
続
の
自
衛
上
か
ら

出
た
も
の
で
あ
っ
て
、
朝
廷
禁
裡
に
関
し
、
或
は
不
敬
に
亘
る

事
項
等
に
就
い
て
は
さ
ま
で
注
意
を
払
つ
て
ゐ
な
か
っ
た
。
然

る
に
図
ら
ず
も
元
文
五
年
九
月
荷
田
在
満
が
大
嘗
会
便
覧
を
出

板
し
た
所
、
京
都
堂
上
家
の
厳
重
な
る
抗
議
を
受
け
た
の
で
、

在
満
に
は
閉
門
を
命
じ
、
同
書
を
絶
版
せ
し
め
、
翌
六
年
（
此

年
寛
保
に
改
元
）
正
月
に
至
っ
て
、
朝
廷
禁
裡
に
関
す
る
事
項

の
著
述
出
版
を
禁
ず
る
に
到
つ
た
。

と
、
『
大
嘗
会
便
蒙
』
一
件
に
よ
り
初
め
て
「
朝
廷
禁
裡
に
関
す
る

事
項
」
が
出
版
規
制
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

『
御
触
書
寛
保
集
成
』
を
見
る
限
り
で
も
、
元
文
六
年
以
前
に
「
朝

よ
っ
て
、

廷
御
規
式
板
行
之
事
」
と
あ
る
よ
う
な
、
朝
廷
を
意
識
し
て
明
示
す

る
触
は
な
か
っ
た
。
堂
上
家
か
ら
の
抗
議
に
よ
る
絶
版
・
閉
門
、
果

て
は
「
特
令
」
の
布
告
と
い
っ
た
幕
府
の
対
応
ぶ
り
に
当
時
の
朝
幕

関
係
の
緊
張
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
何
も
有
職
故
実
関
係

書
の
み
が
絶
版
処
分
を
受
け
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。
八
文
字
屋

本
の
よ
う
な
浮
世
草
子
も
堂
上
家
の
抗
議
に
あ
い
、
絶
版
と
な
っ
た

と
さ
れ
る
作
品
が
あ
る
。

『
花
欅
厳
柳
嶋
』
の
絶
版
問
題

前
章
で
問
題
と
し
た
元
文
六
年
の
触
と
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
、
後

に
特
定
の
語
句
を
修
訂
し
た
八
文
字
屋
本
に
、
『
逆
沢
潟
鎧
鑑
』
と
『
魁

対
盃
』
が
あ
る
。
こ
れ
ら
二
作
の
修
訂
に
つ
い
て
は
次
節
で
述
べ
る

と
し
て
、
ま
ず
は
元
文
六
年
以
前
の
浮
世
草
子
『
花
欅
厳
柳
嶋
」
（
元

文
四
年
）
に
お
け
る
、
堂
上
方
抗
議
に
よ
る
絶
版
と
さ
れ
る
件
に
つ

い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。(12) 

『
印
加
上
組
済
脹
標
目
』
元
文
四
年
の
項
に
「
一
花
欅
厳
柳
嶋
八

文
字
や
八
左
衛
門
方
二
出
来
候
へ
共
仲
ヶ
間
絶
板
致
候
事
五
月
」
と

あ
り
、
『
禁
書
目
録
』
の
「
売
買
停
止
並
仲
間
歳
配
」
の
部
に
本
書

の
名
が
掲
載
さ
れ
る
。
八
文
字
屋
本
全
集
十
五
巻
解
題
に
は
、
「
ト

ラ
ブ
ル
、
絶
版
の
要
因
と
し
て
は
、
『
翁
庫
』
の
記
事
を
考
え
合
わ

せ
る
と
、
堂
上
方
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
な
ど
が
予
想
さ
れ
よ
う
」
と
あ
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る
。
こ
の

『
翁
草
』
の
該
当
箇
所
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

或
る
年
の
草
紙
、
外
題
は
忘
れ
た
り
、
其
身
堂
上
方
へ
立
入
り

て
不
義
有
り
、
露
顕
に
及
で
巳
に
懸
命
の
場
を
、
流
石
長
袖
の

取
計
ひ
に
て
助
命
せ
ら
れ
、
天
窓
を
剃
ら
れ
て
免
除
せ
ら
る
。

則
斬
剃
坊
と
名
乗
て
、
少
し
も
恥
と
せ
ず
徘
徊
し
、
其
事
を
趣

向
に
し
て
、
自
を
風
流
斎
と
号
て
書
つ
ら
ね
梓
行
せ
り
。

本
書
の
作
者
に
つ
い
て
、
中
村
幸
彦
氏
は
「
多
田
南
嶺
の
小
説
」
の

中
で
こ
の
記
事
に
よ
り
、
多
田
南
嶺
が
本
書
の
代
作
者
で
あ
る
と
推

定
さ
れ
た
。
南
嶺
は
元
禄
十
一
年
大
坂
に
生
ま
れ
、
若
く
し
て
上
洛

し
、
公
卿
の
芝
山
広
豊
や
中
山
兼
規
、
園
基
香
等
に
仕
え
、
鶴
翁
壺

井
義
知
に
学
ん
だ
神
道
・
有
職
故
実
の
学
者
で
あ
っ
た
。
京
都
、
大

坂
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
大
和
・
伊
勢
・
尾
張
・
江
戸
で
も
講
義
を

行
い
、
大
名
家
に
招
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な

学
者
と
し
て
の
活
動
の
か
た
わ
ら
、
元
文
四
年
以
降
は
八
文
字
屋
刊

行
の
浮
世
草
子
を
数
多
く
代
作
し
た
。

南
嶺
を
本
書
の
作
者
と
し
て
前
掲
の
『
翁
草
』
の
記
事
を
見
た
場

合
、
長
谷
川
強
氏
の
「
眠
の
風
流
斎
と
称
す
と
い
ふ
は
南
嶺
自
身
の

こ

15)

醜
行
を
と
り
入
れ
た
」
と
い
う
記
述
に
も
あ
る
よ
う
に
、
「
風
流
斎
」

と
い
う
登
場
人
物
に
、
南
嶺
自
ら
の
堂
上
方
に
お
け
る
不
義
の
事
を

仕
組
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。
南
嶺
自
身
の
不
義
の
事
に
つ
い
て
詳

細
は
不
明
だ
が
、
作
中
の
「
風
流
斎
」
に
関
す
る
記
述
を
示
す
。

「
公
就
卿
の
御
兄
。
頭
中
将
公
貞
朝
臣
と
て
。
班
に
名
高
か
り

し
が
。
い
さ
A

か
の
色
事
よ
り
。
官
職
を
と
ゞ
め
ら
れ
。
今
は

眠
の
風
流
斎
と
て
。
」

「
若
き
時
よ
り
色
に
ふ
か
く
。
先
帝
の
女
御
へ
ひ
そ
か
に
文
奉

り
し
を
。
」

こ
こ
で
の
「
風
流
斎
」
は
南
嶺
と
は
異
な
り
、
元
は
頭
中
将
と
い
う

官
職
に
あ
っ
た
人
物
で
、
高
貴
な
女
性
に
恋
癌
し
た
こ
と
に
よ
り
、

官
職
を
と
ど
め
ら
れ
て
「
風
流
斎
」
と
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
前
掲
の
解
題
に
あ
る
「
堂
上
方
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
」
部

分
と
し
て
は
、
南
嶺
自
身
の
不
義
の
事
を
作
中
で
記
し
た
こ
と
、
更

に
そ
れ
が
元
々
は
官
職
の
人
物
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
設
定

が
原
因
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

篠
原
進
氏
は
、
「
ノ
イ
ズ
と
浮
世
草
子
内
な
る
南
嶺
」
（
『
青
山

語
文
]
二
八
号
、
平
成
十
年
三
月
）
の
論
中
で
、
『
翁
草
』
に
い
う
「
風

流
斎
」
を
、
作
中
の
色
と
欲
に
憑
か
れ
毒
殺
に
失
敗
し
て
死
ぬ
小
悪

人
の
「
風
流
斎
」
に
そ
の
ま
ま
重
ね
る
こ
と
に
疑
問
を
里
し
、
有
職

故
実
に
通
じ
て
い
た
と
い
う
触
れ
込
み
の
狭
崎
巌
柳
と
い
う
存
在
に

触
れ
て
い
る
。
野
心
家
の
彼
こ
そ
が
南
嶺
の
分
身
と
し
て
は
む
し
ろ

相
応
し
く
、
南
嶺
の
自
画
像
は
一
一
枚
に
描
き
分
け
ら
れ
て
い
た
と
い

う
の
だ
。

も
う
一
人
の
南
嶺
と
さ
れ
る
巌
柳
。
篠
原
氏
は
本
書
の
絶
版
理
由

を
堂
上
方
と
の
関
係
だ
け
で
な
く
、
「
現
代
」
の
危
険
性
を
は
ら
ん

で
い
る
（
作
中
の
結
婚
相
手
伊
予
国
脳
園
大
夫
亮
冬
賢
が
、
実
在
の
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闘
山
藩
扱
平
家
を
示
唆
し
て
い
る
な
ど
）
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ

る
が
、
こ
こ
で
は
堂
上
方
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
の
可
能
性
を
狭
崎
巌
柳

に
注
目
し
、
探
っ
て
い
き
た
い
。
一
之
巻
を
中
心
と
し
て
そ
の
箇
所

が
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
該
当
箇
所
の
あ
ら
す
じ
を
述
べ
る
。

桜
川
中
納
言
公
就
卿
の
息
女
が
伊
予
国
の
松
園
大
夫
亮
の
元
へ
輿

入
れ
す
る
際
、
公
就
卿
の
兄
、
風
流
斎
が
伴
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

こ
で
松
園
側
は
風
流
斎
逗
留
の
間
の
接
待
や
婚
礼
の
準
備
の
た
め
に

公
家
衆
の
故
実
を
知
る
者
が
必
要
と
な
り
、
狭
崎
巌
柳
（
当
時
は
軍

蔵
）
を
指
名
し
た
。
巌
柳
は
放
埒
な
性
格
の
た
め
、
父
厳
洞
の
勘
当

を
受
け
て
京
を
さ
ま
よ
う
う
ち
に
公
家
方
に
仕
え
る
こ
と
と
な
り
、

大
概
の
作
法
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
婚
礼
の
準
備
や
も
て
な
し
の
こ

と
あ
る
ご
と
に
、
巌
柳
は
公
家
の
作
法
に
つ
い
て
「
堂
上
方
の
故
実

い
せ
い

外
に
知
た
者
も
な
い
や
う
に
威
勢
を
ふ
る
ひ
け
る
」
と
自
慢
を
す
る
。

故
実
家
で
あ
っ
た
南
嶺
が
、
公
家
の
し
き
た
り
を
作
中
に
取
り
入
れ

る
の
は
、
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
巌
柳

の
性
根
は
、
「
身
持
放
埒
」
、
「
侯
奸
」
と
い
う
も
の
で
、
父
に
も
勘

当
さ
れ
る
と
い
う
描
か
れ
方
を
し
て
い
る
。
堂
上
方
か
ら
の
抗
議
を

絶
版
理
由
と
考
え
た
場
合
、
公
家
の
作
法
を
語
る
と
い
う
の
も
問
題

と
さ
れ
得
る
上
に
、
こ
の
巌
柳
の
よ
う
な
人
物
に
好
き
放
題
語
ら
れ

る
と
い
う
設
定
は
、
堂
上
方
に
と
っ
て
見
過
ご
せ
な
い
も
の
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
通
り
、
二
人
の
南
嶺
と
さ
れ
る
「
風
流
斎
」
と
「
巌
柳
」

『
逆
沢
潟
鎧
鑑
』
『
魁
対
盃
j

で
は
、
あ
る
特
定
の
語
句
が
修
訂
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
八
文
字
屋
本
全
集
の
本
文
と
解
題
を
参

考
に
し
、
早
印
本
（
初
印
本
）
と
修
訂
後
印
本
と
の
比
較
を
具
体
的

に
示
す
こ
と
に
す
る
（
な
お
修
訂
後
印
本
に
つ
い
て
は
原
本
を
実
見

し
て
修
訂
箇
所
を
確
認
し
た
）
。
こ
れ
ら
二
作
は
序
に
「
作
者
八
文

四
を
取
り
上
げ
、
堂
上
方
の
抗
議
に
よ
る
絶
版
の
可
能
性
に
つ
い
て
見

て
き
た
が
、
こ
こ
で
、
前
述
の
『
逆
沢
潟
鎧
鑑
」
『
魁
対
盃
」
板
木

修
訂
の
問
題
に
踏
み
込
む
た
め
に
、
今
ま
で
触
れ
て
き
た
出
版
状
況

を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

元
文
二
年
か
ら
本
屋
仲
間
内
で
刊
行
確
認
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
ま
た
『
花
欅
厳
柳
嶋
J

(
元
文
四
年
）
の
絶
版
一
件
で
、
八
文

字
屋
は
書
物
の
刊
行
に
は
過
敏
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
、
元
文
六
年
に
『
逆
沢
潟
鎧
鑑
』
『
魁
対
盃
」
を
一
旦
は
刊

行
し
た
。
し
か
も
『
花
欅
厳
柳
嶋
』
と
同
版
元
で
の
刊
行
な
の
だ
か
ら
、

版
元
と
し
て
は
問
題
な
い
と
判
断
し
た
上
で
の
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ

が
、
後
に
特
定
の
語
旬
の
板
木
修
訂
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
元
文
四

年
以
降
の
事
柄
が
契
機
と
な
っ
た
と
推
測
し
た
場
合
、
こ
の
元
文
六

年
の
町
触
が
問
題
と
さ
れ
た
関
係
性
は
無
視
で
き
な
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。「

逆
沢
溝
鎧
鑑
』

『
魁
対
盃
』
の
板
木
修
訂
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同

六
オ

同
•
四
オ

上
使
御
改
易

↓
 
↓
 
御
つ
か
い

御
あ
ら
た
め

l
ォ
／
八
オ
／

八
ウ

．

廿

六

オ

上

使

．

廿

七

オ

御

上

意

同

・

廿

七

ウ

御

上

使

巻
ニ
・
七
オ
／
廿
一
オ
／
上
意

廿
三
オ
／
廿
八
ウ

↓
 
↓
 

同

↓
 

同

↓
 
御
使
よ
り
朝

御
使
者

御
意

同巻

．． り；

兼
て
御
綻
意
↓

上
意

↓
 
兼
て
の
御
意

御
意

字
自
笑
．
其
笑
」
と
あ
る
が
、
『
逆
沢
潟
鎧
鑑
』
に
関
し
て
は
、
前

掲
の
中
村
氏
「
多
田
南
嶺
の
小
説
」
に
多
田
南
嶺
作
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。
「
魁
対
盃
』
の
方
は
考
察
の
な
か
に
入
っ
て
い
な
い
が
、
こ

の
年
間
の
作
品
は
ほ
ぽ
南
嶺
作
と
さ
れ
て
い
る
。

以
下
に
、
そ
の
修
訂
箇
所
と
異
同
内
容
を
記
し
た
。
修
訂
箇
所
は

巻
次
・
丁
・
オ
モ
テ
（
ウ
ラ
）
の
要
領
で
示
す
。

◆
『
逆
沢
濤
鎧
鑑
』

早

印

本

修

訂

後

印

本

（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
）
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
）

公

家

殿

上

人

↓

貴

姓

の

輩

三
種
の
神
器
も
祁
塵
に
お
、
ん
た
か
ら
も
恐

侵
さ
れ
都
は
皇
位
空
し
れ
御
た
か
ら
は
田
舎

く
。
神
宝
安
ん
せ
ず
し
↓
に
わ
た
ら
せ
た
ま
い

て
。
こ
は
い
か
な
ら
ん
安
心
も
な
く
こ
は
い

世
ぞ
と
。
院
の
御
所
を
か
な
ら
ん
世
ぞ
と
上

は
じ
め
参
ら
せ
。
月
卿
下
お
の
づ
か
ら
楽
し

雲
客
御
心
を
な
や
ま
し
め
る
色
な
き
が
う
へ

給

ふ

に

、

平

家

に

…

巻

ニ

・

七

オ

天

下

の

将

軍

↓

源

の

頼

朝

公

同

・

廿

一

ニ

オ

大

将

軍

と

↓

大

し

ゃ

う

と

巻
四
・
三
オ
／
三
ウ
三
種
の
神
器
↓
我
国
の
宝
物

同

・

十

ノ

廿

ウ

大

将

軍

↓

惣

大

将

同

・

十

ノ

廿

ウ

大

将

軍

↓

鎌

倉

殿

同

・

廿

一

オ

大

将

軍

↓

御

大

将

同
・
廿
ニ
オ
内
大
臣
へ
の
恩
が
え
し
↓
有
磯
海
の
船
人
の
子

巻

五

・

ニ

ウ

／

五

ウ

上

使

↓

御

使

•
四
オ
／
五
ウ
／
上
意
↓
御
意

同

廿
一
ウ

巻
一
・
三
ウ

巻
一
・
三
ウ

◆
『
魁
対
盃
』

初
印
本

（
学
習
院
大
学
本
）

修
訂
後
印
本

（
国
会
図
書
館
蔵
）
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こ
れ
ら
の
修
訂
を
見
る
と
、
「
上
意
」
「
上
使
」
「
大
将
軍
」
「
三
種

の
神
器
」
の
語
句
の
改
変
が
目
立
つ
。
「
上
意
」
は
特
に
江
戸
時
代
、

将
軍
の
命
令
の
こ
と
を
い
い
、
「
上
使
」
は
朝
廷
、
幕
府
、
主
家
な

ど
上
級
権
力
者
か
ら
そ
の
公
命
を
帯
び
て
派
遣
さ
れ
る
使
い
や
、
江

戸
幕
府
か
ら
諸
大
名
な
ど
に
将
軍
の
意
（
上
意
）
を
伝
え
る
た
め

に
派
遣
し
た
使
者
の
こ
と
を
さ
す
。
ま
た
、
苗
村
丈
伯
の
『
男
重
宝

記
』
（
元
禄
六
年
〈
一
六
九
―
―
-
〉
刊
）
巻
一
の
三
「
公
方
井
ー
一
征
夷
大

し

や

う

ゐ

し

じ

ゃ

う

ぷ

ん

し

や

う

ら

ん

く

ば

う

け

将
軍
の
事
」
で
は
、
「
上
意
上
使
上
聞
上
覧
な
ど
と
公
方
家
に
は
上

の
字
を
付
て
い
ふ
也
」
と
、
公
方
家
に
対
し
て
「
上
」
の
字
を
付
け

る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
大
将
軍
」
は
武
家
政
治
の
長
で
あ
る

征
夷
大
将
軍
の
こ
と
を
い
う
。
「
三
種
の
神
器
」
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
歴
代
の
天
皇
が
皇
位
の
し
る
し
と
し
て
受
け
継
い
だ
と
い
う
一
1

-

つ
の
宝
物
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
語
旬
は
幕
府
や
朝
廷
を
連
想

さ
せ
る
。
そ
れ
が
「
御
意
」
「
御
使
」
「
大
将
」
「
た
か
ら
」
の
よ
う
な
、

前
掲
の
語
旬
ほ
ど
は
幕
府
や
朝
廷
に
関
わ
ら
な
い
語
句
に
改
変
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
元
文
六
年
正
月
の
刊
行
の
時
点
で
は
こ
れ
ら
の

語
旬
に
問
題
が
な
か
っ
た
の
だ
と
し
た
ら
、
同
時
期
の
触
の
後
に
修

訂
を
行
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
に
、
実
際
に
元
文
六
年
の
触
の
影
響
を
受
け
て
い
た
の
か
ど
う

か
、
時
期
を
区
分
し
、
八
文
字
屋
本
二
作
品
の
修
訂
前
の
語
旬
の
有

同

・

廿

ニ

オ

大

将

軍

↓

我

公

と

無
を
調
査
す
る
こ
と
で
、
こ
の
触
と
の
関
係
性
を
さ
ら
に
探
っ
て
い

き
た
い
。
時
期
区
分
と
し
て
は
、
元
文
六
年
の
触
以
前
と
以
後
の
二

分
類
に
し
た
。
対
象
と
す
る
語
旬
は
、
修
訂
前
の
語
句
の
「
上
意
」
「
上

使
」
「
大
将
軍
」
「
三
種
の
神
器
」
「
月
卿
雲
客
（
公
卿
殿
上
人
の
意
）
」
と
、

比
較
の
た
め
に
「
御
意
」
「
御
使
」
と
す
る
。
ま
た
、
「
三
種
の
神
器
」

に
関
し
て
は
、
「
三
種
の
神
宝
」
と
「
三
種
の
神
祇
」
も
用
例
に
加
え
る
。

調
査
の
対
象
と
な
る
語
句
は
意
味
上
、
幕
府
や
朝
廷
を
舞
台
と
す

る
作
品
で
の
使
用
が
予
想
さ
れ
る
。
前
掲
二
作
『
逆
沢
潟
鎧
鑑
』
『
魁

対
盃
』
に
つ
い
て
も
、
長
谷
川
強
氏
が
考
察
さ
れ
た
「
時
代
物
系
」

-18) 

に
人
る
。
そ
こ
で
調
査
対
象
の
範
囲
を
、
長
谷
川
氏
が
時
代
物
、
古

典
的
要
素
、
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
等
の
翻
案
作
と
考
察
さ
れ
た
八
文
字

屋
本
、
お
よ
そ
九
十
作
品
と
す
る
。

元
文
六
年
以
前
の
作
品
は
、
そ
の
範
囲
の
中
で
任
意
に
調
べ
た

結
果
、
『
鎌
倉
武
家
鑑
』
（
正
徳
三
年
）
、
『
頼
朝
鎌
倉
実
記
』
（
享
保

十
二
年
）
、
『
龍
都
俵
系
図
』
（
元
文
五
年
）
等
に
修
訂
前
の
語
句
が

見
ら
れ
た
。

元
文
六
年
以
降
の
作
品
で
は
、
長
谷
川
氏
が
元
文
初
年
か
ら
寛
延

三
年
ま
で
を
南
嶺
中
心
期
と
位
置
づ
け
て
お
ら
れ
る
の
で
、
元
文
六

年
か
ら
寛
延
三
年
ま
で
の
二
十
二
作
品
を
調
査
し
た
【
別
表
参
照
】
。
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その結果、元文六年以降、寛保・延享・寛延年間まで、

『名玉女舞鶴」（寛保―一年）に「上使」が一例あるのみで、

同 同同 寛 同同
同' 
同同 同 屡 同同 同同 同同 喜同同 同 委1 延

五 四 四 六

I 悶! 塁 ~ ! : ！ I ~ 
十

闊: I ． I ！ i 桜! 『! 桜； z 錦 ! 鶴

岱！ I a 且e 悶尚塁 已 旦

4 7 13 
点

I I 3 上
使

7 

i 
I I I 月

I 
3 
種
の

; 
2 I 3 I I 1 I 6 4 I 2 6 1 2 I 2 1 1 1 御

意

10 4 9 2 I 3 2 2 4 3 I 御使

【
別
表
】
元
禄
六
年
か
ら
寛
延
三
年
ま
で
の
八
文
屋
本

巻

ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
、
宝
暦
に
入
る
と
、
『
陽

炎
日
高
川
』
（
宝
暦
八
年
）
に
「
上
意
」
「
上
使
」
「
月
卿
雲
客
」
「
三

種
の
神
器
」
の
語
旬
が
使
用
さ
れ
る
な
ど
、
次
第
に
修
訂
前
の
語
旬

が
現
れ
て
く
る
。

ま
だ
用
例
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
こ
こ
ま
で
の
結

果
か
ら
見
て
も
、
元
文
六
年
に
何
ら
か
の
影
響
が
八
文
字
屋
本
作
品

に
働
い
た
こ
と
は
証
明
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
影
響
と
は
や

は
り
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
「
朝
廷
御
規
式
板
行
之
事
」
停
止
の

触
の
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
ま
で
八
文
字
屋
本
一
一
作
品
と
元
文
六
年
の
触
と
の
関
係
を
考

察
し
て
き
た
が
、
多
少
な
り
と
も
そ
の
関
係
性
を
述
べ
る
こ
と
が
で

き
た
よ
う
に
思
う
。
そ
こ
で
次
に
、
修
訂
が
行
わ
れ
た
二
作
品
の
用

例
か
ら
、
こ
の
修
訂
が
ど
れ
ほ
ど
の
意
識
で
な
さ
れ
て
い
た
か
を
読

み
取
っ
て
い
き
た
い
。
ま
ず
は
修
訂
前
の
早
印
本
（
初
印
本
）
か
ら

「
上
意
」
「
上
使
」
「
大
将
軍
」
「
三
種
の
神
器
」
「
改
易
」
が
記
さ
れ

て
い
る
箇
所
を
探
し
、
巻
次
・
丁
・
オ
モ
テ
（
ウ
ラ
）
の
要
領
で
示
す
。

ま
た
、
修
訂
が
行
わ
れ
た
も
の
に
は
[
]
を
つ
け
た
。

◆
『
逆
沢
潟
鎧
鑑
』

上
意
巻
―
[
四
オ
]
／
七
ウ
/
[
八
オ
]
/
[
八
ウ
〕
／

廿
六
オ
/
[
廿
七
オ
]

[
七
オ
]
/
[
廿
一
オ
]
/
[
廿
-
―
-
オ
]
／
廿
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改
易
上
使

巻巻巻巻巻巻巻
三ニーニー五四

廿
一
オ

六
ウ
／
八
ウ

廿
四
オ

八
オ
[
六
オ
]

七
オ

廿
ニ
オ

廿
一
一
オ

[
廿
六
オ
]
/
[
廿
七
ウ
]

[
四
オ
]

七
ウ
/
[
廿
八
ウ
]

◆
『
魁
対
盃
』

上
意
巻
一
巻――
巻
三
巻
五
[
四
才
]
／
[
五
ウ
]
／
[
廿
了
ヮ
]

上
使
巻
五
[
―
-
ウ
]
／
[
五
ウ
]

大

将

軍

巻

一

廿

一

ウ

巻
―
―
[
廿
三
オ
]

巻
四
三
ウ
/
[
＋
ノ
廿
ウ
]
（
二
箇
所
）
／
[
廿
:
巴

巻

五

[

廿

ニ

オ

]

―
―
一
種
の
神
器
巻
四
雪
一
オ
]
/
[
三
ウ
]

こ
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
語
が
改
め
ら
れ
ず
そ
の
ま
ま
残

る
箇
所
が
あ
る
。
そ
の
修
訂
態
度
か
ら
は
一
っ
残
ら
ず
問
題
の
箇
所

を
修
訂
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
必
死
さ
は
見
受
け
ら
れ
な

い
。
修
訂
箇
所
自
体
は
、
問
題
と
さ
れ
や
す
い
実
在
の
人
名
で
も
な

く
、
文
を
大
幅
に
改
変
す
る
と
い
う
も
の
で
も
な
い
。
そ
れ
こ
そ
些

細
な
修
訂
内
容
で
は
あ
る
が
、
一
度
刊
行
し
た
上
で
修
訂
を
加
え
る

と
い
う
姿
勢
を
見
せ
る
こ
と
が
目
的
だ
と
し
た
ら
、
十
分
効
果
的
と

言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

前
掲
の
倉
員
氏
の
論
に
よ
れ
ば
、
元
文
一
一
年
以
降
か
ら
刊
行
の
際

の
確
認
体
制
が
変
わ
り
、
細
か
な
修
訂
が
増
え
て
き
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
、
自
発
的
に
過
剰
反
応
す
る
こ
と

で
、
京
都
の
本
屋
仲
間
が
幕
府
に
忠
誠
を
示
そ
う
と
し
た
ポ
ー
ズ
も

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。

朝
廷
、
幕
府
に
向
け
て
わ
か
り
や
す
く
、
形
だ
け
の
修
訂
を
目
的

と
し
て
い
た
な
ら
ば
、
主
要
な
語
句
を
大
幅
に
変
え
る
の
は
ひ
と
手

間
で
あ
る
。
そ
の
点
、
「
上
意
」
等
は
、
「
御
意
」
と
修
訂
す
る
よ
う

に
、
違
う
語
旬
に
変
換
し
や
す
い
の
で
、
修
訂
す
る
に
は
格
好
の
語

旬
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
元
文
六
年
以
前
の
出
版
状
況
の
背
景
を
整
理
し
た
上
で
、

元
文
六
年
「
朝
廷
御
規
式
板
行
之
事
」
停
止
の
触
が
八
文
字
屋
本
一
―

作
品
『
逆
沢
潟
鎧
鑑
』
『
魁
対
盃
』
の
板
木
修
訂
と
、
そ
の
後
の
八

お
わ
り
に
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高
柳
慎
三
・
石
井
良
助
編
『
寛
保
御
触
書
集
成
」
（
岩
波
書
店
、
昭
和
九
年
）

に
よ
る
。
以
下
、
触
書
の
引
用
、
及
び
通
し
番
号
は
全
て
本
書
に
よ
る
。

②
「
続
・
八
文
字
屋
本
板
木
の
修
訂
を
め
ぐ
る
諸
問
題
ー
『
咲
分
五
人
娘
」
「
勧

進
能
舞
台
桜
』
の
場
合
ー
」
（
『
浮
冊
草
子
研
究
」
創
刊
準
備
号
所
収
。
浮

世
草
子
研
究
会
、
平
成
十
六
年
十
一
月
）
。

③
「
八
文
字
屋
本
板
木
の
修
訂
を
め
ぐ
る
諸
問
題
ー
「
契
情
お
国
麟
妓
」
と
御

用
絵
師
狩
野
家
・
土
佐
家
ー
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
第
八

0
巻
一
ー
六
号

所
収
。
平
成
十
五
年
五
月
）
。

(1) 注 文
字
屋
本
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
述
べ

て
き
た
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
限
り
で
は
、
や
は
り
こ
の
触
が
当
時

の
、
そ
し
て
後
の
八
文
字
屋
本
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
は
高
い
だ

ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
修
訂
態
度
か
ら
、
形
ば
か
り
の
修
訂
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
が
窺
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
触
が
布
告
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
本
屋
仲
間
側
と
し
て
き
ち
ん
と
対
応
し
、
問
題
と
さ
れ
そ

う
な
語
旬
を
修
訂
し
た
と
い
う
姿
勢
を
見
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
倉
員
氏
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に

京
都
と
い
う
土
地
柄
、
幕
府
の
み
な
ら
ず
朝
廷
に
対
す
る
規
制
意
識

は
前
か
ら
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
元
文
四
年
の
『
花
欅
厳
柳
嶋
』
絶
版

の
件
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
元
文
六
年
の
触
が
布
告
さ

れ
た
の
だ
か
ら
、
本
屋
仲
間
と
し
て
も
迅
速
な
対
応
を
要
し
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

(19) 

宗
政
五
十
緒
•
朝
倉
治
彦
編
『
京
都
書
林
仲
間
記
録
』
（
ゆ
ま
に
書
房
、
昭

和
五
十
二
年
）
所
収
。

鈴
木
淳
編
『
近
世
学
芸
論
考
|
羽
倉
敬
尚
論
文
集
ー
」
（
明
治
書
院
、
平
成

四
年
）
所
収
。

官
幣
大
社
稲
荷
神
社
編
纂
『
荷
田
全
集
』
〈
普
及
版
、
名
著
普
及
会
、
平
成

二
年
〉
第
七
巻
所
収
。

⑦
同
右
。

⑧
『
宮
武
外
骨
著
作
集
』
（
河
出
書
房
新
社
、
昭
和
六
十
年
）
第
四
巻
所
収
。

⑨
宗
政
五
十
緒
・
若
林
正
治
編
「
近
世
京
都
出
版
資
料
』
（
日
本
古
書
通
信
社
、

昭
和
四
十
年
）
所
収
。

1
0
「
新
修
京
都
叢
書
』
第
四
巻
所
収
『
日
次
紀
事
」
解
題
。

1
1
高
尾
彦
四
郎
書
店
、
昭
和
四
十
―
―
一
年
。

1
2
宗
政
五
十
緒
•
朝
倉
治
彦
編
、
ゆ
ま
に
書
房
、
昭
和
五
十
二
年
。

13
『
日
本
随
筆
大
成
」
第
一
ー
一
期
ー
ニ
ニ
所
収
。

1
4
『
中
村
幸
彦
著
述
集
』
（
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
十
七
年
）
第
六
巻
所
収
。

1
5
『
浮
世
草
子
の
研
究
ー
八
文
字
屋
本
を
中
心
と
す
る

-j(
桜
楓
社
、
昭
和

四
十
四
年
）
所
収
。

即
「
逆
沢
潟
鎧
鑑
」
は
第
一
五
巻
所
収
、
佐
伯
孝
弘
氏
解
題
。
「
魁
対
盃
」
は
第

一
六
巻
所
収
、
神
谷
勝
広
氏
解
題
。

17
『
近
世
文
学
資
料
類
従
』
第
二
期
・
参
考
文
献
編
（
勉
誠
社
昭
和
五
十
六
年
）

所
収
。

注

1
5
参
照
。
な
お
長
谷
川
氏
は
、
享
保
期
の
其
碩
作
の
時
代
物
に
歌
舞
伎
．

浄
瑠
璃
の
世
界
を
借
り
た
作
が
多
い
と
い
う
こ
と
、
元
文
以
後
の
浮
世
草

子
の
中
で
時
代
物
系
と
さ
れ
る
作
品
は
、
歌
舞
伎
・
浄
瑠
璃
と
の
結
び
つ

き
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
ら
れ
て
お
ら
れ
る
。

注
1
5
参
照
。

(18) (6) (5) (4) 
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